
■あなた自身について■ 

最初にあなた自身について教えてください。 

防災の観点から、住民の皆様の避難行動や身の安全の確保について考察するにあたり、少し細かくお聞きしますが、 

ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

・あなたが現在住んでいる自治体を教えてください。(京都市、高山市、など) 

                   

 

 以下、該当するものを丸で囲んでください。 

・あなたの年齢区分を回答してください。 

 20 代 ・ 30代 ・ 40 代 ・ 50 代 ・ 60 代 ・ 70 代以上 

 

・あなたの職業について教えてください。 

  学生 / パート・アルバイト / フルタイム / 自営業・フリーランス /主婦(夫) 

  無職 / その他 

 

・同居家族の有無を教えてください。 

   あり / なし 

 

・お子様の年齢で当てはまる選択肢をすべて選択してください。(複数選択可) 

 子供はいない / 未就学児 / 小中学生 / 高校生以上 

 

・現在同居しているかた(自分含め)の中に高齢者はいますか。 

  はい / いいえ 

 

・現在同居しているかた(自分含め)の中に介助が必要な方はいますか。 

  はい / いいえ 

 

・日中、同居している家族と一緒に過ごしていますか。 

 基本一緒である / だいたい一緒だが、時々別である / だいたい別々だが、時々一緒である 

  基本別々である / 同居者はいない 

 

・現在飼われているペットはいますか。 

  はい / いいえ 

 

・自由記述欄 

 属性を選択するうえで、悩んだ部分など特記する点がございましたら、記入してください。 

                                                   

 

 

ここから本題のアンケートにうつります。当てはまるものを１つ選択し、記号を丸〇で囲んでください。 

質問 1．防災の取り組みについて 

5．災害発生時と発生後も住民向けの防災ハンドブック等を活用できる。 

4．災害発生時の詳細なハンドブック等を理解している。 

3．防災の取組みに関する説明書や活動報告等を公報資料またはWEBで見たことがある。 

2．市区町村で防災の取り組みを行っていることは知っているが、内容はよく知らない。 

1．市区町村が防災の取り組みを行っているか分からない。 

 

質問 2．ハザードマップの活用について 

5．種々の災害に区分された詳細なハザードマップを理解し、手元にあり、災害時も活用できる。 

4．ハザードマップ詳細内容を理解し、災害時の行動を想定できる。 

3．ハザードマップの内容を大体は理解している。 

2．ハザードマップの存在は知っているが、見たことはない。 

1．ハザードマップがあるかどうか分からない。 

 

質問 3．自治体等による災害時の補助について 

5．自治体等による災害時の補助について、詳細を理解し、万が一の際は活用できる。 

4．自治体等による災害時の補助について大体は理解している。 

3．自治体等による災害時の補助に関心があるが、理解することが難しいと感じている。 

2．自治体等による災害時の補助があることは知っているが、内容は知らない。 

1．自治体等による災害時の補助のことはよく分からない。 

 

質問 4．避難路・避難場所について 

5．隣接地域を含めた広域で、避難路・避難場所ともに安全である。 

4．自分の住む地域内は避難場所・避難路ともに安全である。 

3．自分の住む地域に避難路・避難場所に不十分な箇所があるので改善が望まれる。 

2．避難路・避難場所・建築物の倒壊など、避難時の安全性に懸念がある。 

1．避難路・避難場所などは把握しておらず、地域の安全性についてよく分からない。 

 

質問 5．自然環境の保全の取り組みについて 

5．市区町村の自然環境の保全の取組みに十分理解し、満足している。 

4．市区町村の自然環境の保全の取組みを理解しているが、部分的に改善を求めている。 

3．市区町村の自然環境の保全の取組みについて具体的な内容を知っている。 

2．市区町村に自然環境の保全の取り組みが行われていることは知っているが、内容はよく知らない。 

1．市区町村の自然環境の保全の取り組みについて、よく分からない。    

                                             裏面に続く➡ 



質問 6．災害時の地域の自主防災について 

5．災害時の地域の消防団や自主防災組織の取り組みを理解し、地域住民も積極的に協力している。 

4．災害時の地域の消防団や自主防災組織の取り組みが地域にもよく理解されている。 

3．災害時の地域の消防団や自主防災組織の取り組みはおおよそ知っている。 

2．災害時の地域の消防団や自主防災組織があることは知っているが、内容は知らない。 

1．災害時の地域の消防団や自主防災組織についてよくわからない。 

 

質問 7．防災訓練について 

5．防災訓練等に自分達は積極的に参加しており、周辺の家庭も一緒に参加している。 

4．防災訓練等に自分達は積極的に参加している。 

3．防災訓練等参加に意欲はあるが、参加できていない。 

2．防災訓練等は定期的に行われているが、自分は参加に消極的である。 

1．防災訓練等がそもそも行われているのか分からない。 

 

質問 8．防災備蓄品(食料品・衛生用品等)について 

5．防災備蓄品など災害時の準備が整っており、一週間程度自立した生活を送ることができる。 

4．防災備蓄品を常備し、3日は自立した生活を送ることができる。 

3．避難に必要な最低限の防災備蓄品は準備している。 

2．防災備蓄品の準備を始めているが、不足が多い。 

1．防災備蓄品を準備していない。 

 

質問 9．防災気象情報と警戒レベルの理解について 

5．警戒レベルを理解し、自ら置かれた状況をふまえて周囲の人と共に適切かつ臨機応変に行動できる。 

4．警戒レベルを理解し、各レベルに合わせた行動ができる。 

3．警戒レベルは理解しているが、危機感は薄く、各レベルに合った行動はとれないと思う。 

2．警戒レベルを知っているが、災害時に自ら確認したことがない。 

1．警戒レベルに関して知識がない、もしくは存在は知っている程度である。 

 

質問 10．街の安全のためにあなた自身ができていること 

5．地域の安全のために積極的に考え、行動しており、周辺の家庭も一緒に行動している。 

4．地域の安全のために積極的に行動している。 

3．地域の安全のための取り組みに意欲はあるが、現状何もできていない。 

2．地域の安全のための行動の重要性は理解しているが、自分は消極的である。 

1．地域の安全のために何ができるのか分からない。 

 

質問は以上になります。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

住民の皆様に聞きたい！！ 

防災アンケート 
 

 

 

このアンケートは、「防災への取り組みの状況」を住民の皆様の目線で検討することを目的としています。 

内容は 10 問、5分程度で回答できます。頂いた回答はアンケート以外で使用することはありませんので、 

率直なご意見をお聞かせください。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


